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日本遺産を通じた地域活性化計画

認定番号 日本遺産のタイトル

029 飛騨匠の技・こころ－木とともに、今に引き継ぐ 1300 年－

（１）将来像（ビジョン）

・飛騨匠の技とこころが飛騨高山の文化の基礎となっているというストーリーを市民が

共有し、誇りを持って飛騨匠や関連する文化財等について語ることができるまち。

・飛騨匠の技とこころが飛騨高山の魅力として広く理解され、多くの来訪者にとって飛騨

匠が残した作品や伝統技術等に気軽に触れることができるまち。

・伝統的な建築や工芸のみならず、モノづくりの聖地として飛騨高山が評価され、様々な

産業に飛騨高山ブランドが浸透しているまち。

（２）地域活性化計画における目標

※各目標に対し、複数の指標を設定可

目標①：地域住民や国内外からの来訪者が日本遺産のストーリーに触れ、その魅力を体験

すること

指標①－Ａ：飛騨高山まちの体験交流館の入館者数（人）

年度
実績

2022 2023 2024

数値 245,847 218,322
251,346

（1 月末）

年度
目標

2025 2026 2027 2028 2029 2030

数値 260,000 270,000 280,000 290,000 300,000 310,000

指標・目標値の設定の

考え方及び把握方法

飛騨匠に関するモノづくりを体験することができる施設である

飛騨高山まちの体験交流館の入館者数。

目標①：地域住民や国内外からの来訪者が日本遺産のストーリーに触れ、その魅力を体験

すること

指標①－Ｂ：日本遺産コンテンツを体験した人数（人）

年度
実績

2022 2023 2024

（様式２）
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数値 8,982 10,075
8,380

（1 月末）

年度
目標

2025 2026 2027 2028 2029 2030

数値 12,000 13,000 14,000 15,000 16,000 17,000

指標・目標値の設定の

考え方及び把握方法

飛騨高山まちの体験交流館で体験メニューを行い、ストーリーに

触れた人数。

目標②：地域において日本遺産のストーリーが誇りに思われること

指標②－Ａ：地域の文化に誇りを感じる住民の割合（％）

年度
実績

2022 2023 2024

数値 70.5 72.9 70.9

年度
目標

2025 2026 2027 2028 2029 2030

数値 72.0 73.0 74.0 75.0 76.0 76.0

指標・目標値の設定の

考え方及び把握方法

「文化財や伝統文化が保存・継承され、郷土の歴史文化に誇りを

持っている」と感じている市民の割合。

目標③：日本遺産を活用した事業により、経済効果が生じること

指標③－Ａ：日本遺産ラリーの参加者数（人）

年度
実績

2022 2023 2024

数値 4,108 2,729
3,036

（1 月末）

年度
目標

2025 2026 2027 2028 2029 2030

数値 3,500 4,000 4,500 5,000 5,500 6,000

指標・目標値の設定の

考え方及び把握方法

日本遺産スタンプラリー、フォトラリー、サイクルラリーの参加

者の合計人数。

目標④：日本遺産のストーリー・構成文化財の持続的な保存・活用が行われること

指標④－Ａ：日本遺産の保存・活用のため充当されたふるさと納税件数（件）

年度
実績

2022 2023 2024
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数値 1 0 0

年度
目標

2025 2026 2027 2028 2029 2030

数値 1 1 1 2 2 2

指標・目標値の設定の

考え方及び把握方法

日本遺産の保存・活用のために関連事業に充当されたふるさと納

税件数。

目標⑤：地域への経済効果も含め広く波及効果が生じること

指標⑤－Ａ：日本遺産関連でメイド・バイ飛騨高山認証を受けている関連品の件数（件）

年度
実績

2022 2023 2024

数値 3 3 3

年度
目標

2025 2026 2027 2028 2029 2030

数値 4 4 5 5 6 6

指標・目標値の設定の

考え方及び把握方法

「メイド・バイ飛騨高山」として認証を受けている日本遺産関連

品の件数。

目標⑤：地域への経済効果も含め広く波及効果が生じること

指標⑤－Ｂ：観光客の入込み数（千人）

年度
実績

2022 2023 2024

数値 3,086 4,072 4,422

年度
目標

2025 2026 2027 2028 2029 2030

数値 5,000 5,000 5,500 5,500 6,000 6,000

指標・目標値の設定の

考え方及び把握方法
高山市内に観光で訪れた年間人数（観光統計による）。

目標⑤：地域への経済効果も含め広く波及効果が生じること

指標⑤－Ｃ：外国人観光客宿泊者数（千人）

年度
実績

2022 2023 2024
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数値 40 453 769

年度
目標

2025 2026 2027 2028 2029 2030

数値 800 900 1,000 1,100 1,200 1,300

指標・目標値の設定の

考え方及び把握方法

高山市内に観光で訪れた外国国籍を持つ人の宿泊者数（観光統計

による）。

（３）地域活性化のための取組の概要

・飛騨匠の技とこころが飛騨高山の文化の基礎となっているというストーリーを市民が共

有し、誇りを持って飛騨匠や関連する文化財等について語ることができるようにする。

そのため、日本遺産に関連する講座やイベントを開催するほか、様々なメディアを通じ

た広報、教育機関との連携等に取り組む。

・飛騨匠の技とこころが飛騨高山の魅力として理解され、多くの来訪者にとって飛騨匠が

残した作品や伝統技術等に触れることができるよう、積極的なプロポーションを展開す

るとともに、受け入れ体制の整備や周遊ルートの設定を行い、ビジネスとして自立化で

きるよう環境整備に取り組む。

・令和 8年度に設定を計画している文化財めぐりウォークラリー（久々野コース）では、

日本遺産構成文化財以外の文化財も取り込みつつ、高山線やバス路線を活かし地域全体

の観光コンテンツとして整備することで、より多くの観光客のニーズに応えたツアーの

商品化を目指す。

・飛騨高山まちの体験交流館で一位一刀彫や有道杓子等の日本遺産構成文化財の実演・体

験事業を引き続き実施するとともに、新たな体験事業の開発に取り組む。また、単なる

モノづくり体験としないため、伝統技法に触れられる高付加価値「飛騨匠体験」の商品

化を目指す。

・伝統的な建築や工芸品のみならず、モノづくりの聖地として飛騨高山が紹介され、様々

な産業に高山ブランドが浸透するように、ブランド力強化の取り組みを進めるほか、産

品の積極的な認証や海外も含めた情報発信を行うなど、日本文化への理解と来日ニーズ

の向上に取り組む。

（４）実施体制

下記の組織を中心に連携を図り、飛騨匠を通じた地域の活性化に取り組む。

・高山市飛騨匠日本遺産推進協議会

協同組合飛騨木工連合会（木工産業）

（一社）飛騨・高山観光コンベンション協会（観光・DMO）

高山市商工会議所（経済）、飛騨春慶連合協同組合（伝統工芸）
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飛騨一位一刀彫協同組合（伝統工芸）、高山料理組合（観光）

高山市景観町並保存連合会（景観・町並）、飛騨高山旅館ホテル協同組合（宿泊）

飛騨地域地場産業振興センター（地場産業）、国府史学会（ストーリー・歴史研究）

こくふ観光協会（観光）、国府まちづくり協議会（地域づくり）

高山市内小中学校（教育）、高山市役所関係部署

・高山市日本遺産戦略検討部会

上記協議会より実務担当者 7名程度

高山市役所関係部署

［人材育成・確保の方針］

・伝統技術や高山祭屋台保存技術の継承に関わる職人に対して育成を支援するほか、教育

現場との連携や移住者支援の取り組みなどを通じて担い手の確保に努める。

・支援制度等の情報発信を積極的に行うことで、新たな担い手の確保に努める。

・情報発信を通して海外を含めた飛騨高山ファンを確保し、プロモーションに関わる人材

の裾野を広げる。

（５）日本遺産の取組を行う組織の自立・自走

・短期的には、日本遺産に関連する観光ルートの整備や商品開発を進める。

・中・長期的には、商業ベースに乗せることができる品目を拡大させ、飛騨匠ブランドを

通じた自発的で持続的な事業を集約し、協議会の中に位置づけをしていく。

（６）構成文化財の保存と活用の好循環の創出に向けた取組

・構成文化財の認知度の向上や、看板整備等による受け入れ体制の充実を通じて、文化財

所有者や地域住民にその価値を再認識してもらう。

・ウォークラリーやサイクルラリー等のコースを設置し、文化財について身近に学ぶこと

ができる環境を整備するほか、周辺の観光コンテンツと連携した周遊ルートを設定する

ことで構成文化財だけではなく、地域への周遊を促し、好循環に繋げる。

（７）地域活性化のために行う事業

（７）－１ 組織整備
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（事業番号１－Ａ）

事業名 高山市日本遺産戦略検討部会設置

概要 高山市飛騨匠日本遺産推進協議会の下部組織として、構成団体から実務

担当者７名程度が参加する部会を設置し、会議（マーケティング調査、

各種データ分析、戦略検討）を実施し、成果のフィードバックを図る。

取組名 取組内容 実施主体

①

戦略検討部会によるマ

ーケティング調査

年４回の会議を実施し、各団体等が把握してい

る入込客や施設入場者数、アプリのアクセス件

数等により状況把握を行う。

協議会構成

団体

高山市

②

〃 データ分析 報告データに基づきデータ分析を実施し、団体

毎にニーズ調査等を行う。

協議会構成

団体

高山市

③

〃 戦略検討 ニーズ調査等のデータに基づき今後の戦略を検

討し、協議会への提案資料を作成する。

協議会構成

団体

高山市

④

飛騨の匠学会の体制整

備

・飛騨の匠学会の学芸員の増員（１名）

・戦略検討部会へのアドバイス
飛騨の匠学

会

年度 事業評価指標 実績値・目標値

2022

戦略検討部会の開催

－

2023 －

2024 1 回

2025 戦略検討部会の開催 4回

2026 同 4 回

2027 同 4 回

2028 同 4 回

2029 同 4 回

2030 同 4 回

事業費 2025 年度：0千円 2026 年度：0千円 2027 年度：0千円

継続に向けた

事業設計

・高山市文化財課が同ブランド戦略課と連携して事務局機能を担う。

事業費 2028 年度：0千円 2029 年度：0千円 2030 年度：0千円

継続に向けた

事業設計

・高山市文化財課が同ブランド戦略課と連携して事務局機能を担う。
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（７）－２ 戦略立案

（事業番号２－Ａ）

事業名 高山市が策定する行政計画への位置づけと進捗管理

概要 高山市第九次総合計画や第 3 期教育振興基本計画、高山市産業振興計

画、高山市第 2期 SDGｓ未来年計画等に位置づけるとともに、総合計画

実施計画のローリングによる進捗管理を行う。

また、文化財保存活用地域計画に基づき計画的に文化財の保存・活用に

取り組む。

取組名 取組内容 実施主体

①

実施計画ローリング 総合計画に定めた目標に基づき定めた実施計画

が予定どおり進捗しているか、定期的なローリ

ングによる管理を行う。

高山市

文化財課

②

庁内の関係課による調

整と事業の推進

ローリングの結果をふまえ事業進捗状況の確認

を行い、課題の把握と解決に向けた対応を検討

する。

高山市

関係課

③

文化財保存活用地域計

画の周知及び計画に基

づく事業の実施

策定された文化財保存活用地域計画を広く周知

し、地域住民の理解・協力を得るとともに、計

画に基づく事業を実施する。

高山市

文化財課

年度 事業評価指標 実績値・目標値

2022

高山市が策定する行政計画への位置づけ（件）

4件

2023 4 件

2024 4 件

2025 実施計画のローリング（件） 1件

2026 同 1 件

2027 同 1 件

2028 同 1 件

2029 同 1 件

2030 同 1 件

事業費 2025 年度：0円 2026 年度：0円 2027 年度：0円

継続に向けた

事業設計

・実施計画のローリングによる進捗状況の管理を行う。

事業費 2028 年度：0円 2029 年度：0円 2030 年度：0円

継続に向けた

事業設計

・実施計画のローリングによる進捗状況の管理を行う。
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（７）－３ 人材育成

（事業番号３－Ａ）

事業名 日本遺産ガイド養成講座

概要 観光客の案内に携わるガイドを中心に構成文化財を巡り、分かりやすく

正確な説明が可能となるよう養成講座を実施する。

取組名 取組内容 実施主体

①

飛騨高山まちの博物館

のボランティアガイド

研修

ボランティアガイドに対し、定期的に研修を実

施することで、ガイドのスキルアップに取り組

む。

高山市

文化財課

②

語り部養成講座 文化財課学芸員の説明により、東山寺院群など

の構成文化財の歴史や特徴を学ぶ。

うち 2 回については、飛騨地域・地域通訳案内

士を対象として実施し、正しく高山の文化を語

ることができる人材の育成に取り組む。

高山市

文化財課

観光課

③

飛騨高山まちの博物館

ボランティアガイドの

活用

研修を受けたガイドの活動機会を提供し、その

実績を把握するとともに、定期的な意見交換等

を通じて講座の内容に反映し、更なるスキルア

ップを図る。

高山市

文化財課

観光課

年度 事業評価指標 実績値・目標値

2022

語り部養成講座実施回数

4回

2023 4 回

2024 4 回

2025 語り部養成講座実施回数 4回

2026 同 4 回

2027 同 4 回

2028 同 4 回

2029 同 4 回

2030 同 4 回

事業費 2025 年度：0千円 2026 年度：0千円 2027 年度：0千円

継続に向けた

事業設計

・実際にガイドとして活躍をしている方に広く参加を呼びかける。

・広汎な文化財を対象としつつ、個々の文化財に関わるストーリーを詳

細に解説する。

・庁内関係課（観光課）と連携し、ガイドのスキルアップを図る

事業費 2028 年度：0千円 2029 年度：0千円 2030 年度：0千円

継続に向けた

事業設計

・実際にガイドとして活躍をしている方に広く参加を呼びかける。

・広汎な文化財を対象としつつ、個々の文化財に関わるストーリーを詳

細に解説する。

・庁内関係課（観光課）と連携し、ガイドのスキルアップを図る

（事業番号３－Ｂ）
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事業名 飛騨高山の名匠認定制度

概要 優れた技術と豊富な経験を有する現役の技能者を飛騨高山の名匠とし

て認定し、市内外に講評することにより、産業の振興と後継者の育成を

促進する。

取組名 取組内容 実施主体

①

飛騨高山の名匠認定 現役の技能者を認定、顕彰するとともに、認定

者の紹介パネルや作品の展示を行うことで、市

民や市外からの来訪者などに広く周知する。

高山市

商工振興課

農務課

年度 事業評価指標 実績値・目標値

2022

認定者数

10 人

2023 13 人

2024 10 人

2025 認定者数 13 人

2026 同 10 人

2027 同 10 人

2028 同 10 人

2029 同 10 人

2030 同 10 人

事業費 2025 年度：660 千円 2026 年度：660 千円 2027 年度：660 千円

継続に向けた

事業設計

・対象業種団体等に対しての制度説明の実施。

・商工会議所や商工会を通じて関係団体等に広く周知を行うとともに、

推薦者数の増加を図る。

事業費 2028 年度：660 千円 2029 年度：660 千円 2030 年度：660 千円

継続に向けた

事業設計

・対象業種団体等に対しての制度説明の実施。

・商工会議所や商工会を通じて関係団体等に広く周知を行うとともに、

推薦者数の増加を図る。

事業番号３－Ｃ）

事業名 伝統的工芸品産業及び伝統建築産業等の後継者育成事業

概要 ・伝統的工芸品産業等に係る技術の継承と振興を図るため、後継者育成

事業所及び研修者に対して支援を行う。

・伝統建築産業等に係る技術の継承と振興を図るため、後継者育成事業

所及び研修者に対して支援を行う。

取組名 取組内容 実施主体

①

伝統的工芸品産業後継

者育成事業

後継者を育成しようとする伝統的工芸品産業等

の事業所および伝統的工芸品産業等の技術を修

得しようとする研修者に対して支援を行う。

高山市

商工振興課

②

伝統建築産業技術修得

研修者育成事業

後継者を育成しようとする伝統建築産業等の事

業所および伝統建築産業等の技術を修得しよう

とする研修者に対して支援を行う。

高山市

商工振興課
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年度 事業評価指標 実績値・目標値

2022

研修者数（人）

16 人

2023 14 人

2024 18 人（推計値）

2025 研修者数 15 人

2026 同 15 人

2027 同 15 人

2028 同 15 人

2029 同 15 人

2030 同 15 人

事業費 2025 年度：23,670 千円 2026 年度：23,700 千円

2027 年度：23,700 千円

継続に向けた

事業設計

・対象者等に対して制度の説明を行うなど積極的な制度の周知を行う。

事業費 2028 年度：23,700 千円 2029 年度：23,700 千円

2030 年度：23,700 千円

継続に向けた

事業設計

・対象者等に対して制度の説明を行うなど積極的な制度の周知を行う。

事業番号３－Ｄ）

事業名 高山祭屋台保存技術後継者育成事業

概要 ・高山祭屋台保存技術に係る技術の継承と振興を図るため、後継者育成

事業所及び研修者に対して支援を行う。

取組名 取組内容 実施主体

①

高山祭屋台保存技術後

継者育成事業

後継者を育成しようとする高山祭屋台保存技術

養成事業所および保存技術を修得しようとする

研修者に対して支援を行う。

高山市

文化財課

年度 事業評価指標 実績値・目標値

2022

研修者数（人）

2人

2023 2 人

2024 2 人

2025 研修者数（人） 2人 1

2026 同 2 人 1

2027 同 2 人

2028 同 2 人

2029 同 2 人

2030 同 2 人

事業費 2025 年度：4,080 千円 2026 年度：4,080 千円 2027 年度：4,080 千円
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継続に向けた

事業設計

・対象者等に対して制度の説明を行うなど積極的な制度の周知を行う。

事業費 2028 年度：4,080 千円 2029 年度：4,080 千円 2030 年度：4,080 千円

継続に向けた

事業設計

・対象者等に対して制度の説明を行うなど積極的な制度の周知を行う。

（７）－４ 整備

（事業番号４－Ａ）

事業名 日本遺産周遊コースの設定

概要 日本遺産に関連した周遊モデルコースの設定による観光客の受け入れ

環境整備

取組名 取組内容 実施主体

①

文化財めぐりウォーク

ラリーのコース設定

日本遺産に関連した文化財めぐりウォークラリ

ーコースを新たに設定し、広く市民や観光客に

利用を呼びかける。

高山市

文化財課

観光コンベ

ンション協

会

②

モデルコースの提示 日本遺産をより深く感じ取ることができるよう

モデルコースを提示し、各種メディアにより広

く周知をはかることで、広域観光・滞在周遊型

観光への移行を目指す。

高山市

文化財課

観光コンベ

ンション協

会

③

現代の飛騨匠とそのこ

ころに触れる旅（仮）

の設定

公共交通機関や徒歩により市内の家具ショール

ームやカフェ、ショップを巡るモデルルートを

設置し、各種メディアにより広く周知を図るこ

とで、地域経済への波及を目指す。

高山市

関係課

観光コンベ

ンション協

会

④

市内事業者ツアー ・CJETT：飛騨春慶塗体験

・日下部民藝館：オンラインヴァーチャルガイ

ドツアー

・ハッピー＋：座禅＋東山遊歩道ツアー、古い

町並、東山ウォーキングツアー

・Takayama360：日下部民藝館、古い町並、高山

陣屋、東山遊歩道

市内事業者

年度 事業評価指標 実績値・目標値

2022 日本遺産サイクルラリーコース（国府コース）の

設定

1件

2023 0 件
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2024 0 件

2025
文化財巡りウォークラリーコース（久々野コース）

の調整
1件

2026

・文化財巡りウォークラリーコース（久々野コー

ス）の設定

・日本遺産モデルコースの提示

2件

2027

・日本遺産モデルコースの提示

・「現代の飛騨匠の技とこころに触れる旅（仮）」

の調整

2件

2028

・日本遺産モデルコースの提示

・「現代の飛騨匠の技とこころに触れる旅（仮）」

の設定

2件

2029 ・日本遺産モデルコースの提示 1件

2030 ・日本遺産モデルコースの提示 1件

事業費 2025 年度：0円 2026 年度：200 千円 2027 年度：500 千円

継続に向けた

事業設計

・地域住民の意見を参考に、安全面に配慮した効果的なコース設定を検

討する。

・構成文化財への周遊を促すとともに、地域全体の周遊に繋がるような

コース設定を検討する。

事業費 2028 年度：500 千円 2029 年度：500 千円 2030 年度：500 千円

継続に向けた

事業設計

・地域住民の意見を参考に、安全面に配慮した効果的なコース設定を検

討する。

・構成文化財への周遊を促すとともに、地域全体の周遊に繋がるような

コース設定を検討する。

（７）－５ 観光事業化

（事業番号５－Ａ）

事業名 飛騨高山まちの体験交流館の活用

概要 観光客の交流、伝統文化や地場産業の振興を図ることを目的とした施設

において、飛騨匠の技やこころを体験できる取り組みを継続して行う。

取組名 取組内容 実施主体

①

実演・体験事業 飛騨の伝統的なモノづくりの技を気軽に体験で

きるメニューを揃え、多くの観光客等に提供す

る。

民間事業者

観光コンベ

ンション協

会

②

交流広場でのイベント

開催事業

地域の周遊性の向上を目的としたイベントを積

極的に開催する。 民間事業者
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③

有道杓子づくり体験 日本遺産構成文化財である有道杓子の制作体験

メニューを一人 1,500 円で提供する。 民間事業者

年度 事業評価指標 実績値・目標値

2022

体験利用者数（人）

8,982 人

2023 10,075 人

2024 8,380 人

2025 体験利用者数（人） 12,000 人

2026 同 13,000 人

2027 同 14,000 人

2028 同 15,000 人

2029 同 16,000 人

2030 同 17,000 人

事業費 2025 年度：29,793 千円 2026 年度：29,800 千円

2027 年度：29,800 千円

継続に向けた

事業設計

・飛騨の伝統技術を主なコンテンツとする事業者を積極的に活用した

上で、自立した事業運営をサポートする。

事業費 2028 年度：29,800 千円 2029 年度：29,800 千円

2030 年度：29,800 千円

継続に向けた

事業設計

・飛騨の伝統技術を主なコンテンツとする事業者を積極的に活用した

上で、自立した事業運営をサポートする。

（７）－６ 普及啓発

（事業番号６－Ａ）

事業名 日本遺産普及啓発事業

概要 市内の小中学生への周知を図るとともに、市民や国内外からの観光客に

向けた普及啓発に取り組む。

取組名 取組内容 実施主体

①

こども向け日本遺産パ

ンフレットの配布

市内の小学 4 年生（一部 3 年生）全員にこども

向けの分かり易い内容のパンフレットを配布す

るとともに、興和等を行うことで匠の国として

の誇りを醸成する。

高山市

文化財課

②

日本遺産フォーラム等

のイベントへの参加

日本遺産フォーラム等の全国規模のイベントに

参加し、プロモーション活動を行うことで広く

国内への周知を図る。

高山市

文化財

観光課



14

③

企画点・特別展の開催 ・展示会の開催
飛騨の匠学

会

④

出前講座・アーカイブ

事業

・出前講座の開催（随時）

・アーカイブ事業の実施
飛騨の匠学

会

年度 事業評価指標 実績値・目標値

2022

関連イベントの実施（回）

2回

2023 1 回

2024 5 回

2025 関連イベントの実施（回） 3回

2026 同 3 回

2027 同 3 回

2028 同 3 回

2029 同 3 回

2030 同 3 回

事業費 2025 年度：160 千円 2026 年度：200 千円 2027 年度：200 千円

継続に向けた

事業設計

・各取り組みを戦略的かつ硬化的に実施することで相乗効果を発揮さ

せる。

事業費 2028 年度：200 千円 2029 年度：200 千円 2030 年度：200 千円

継続に向けた

事業設計

・各取り組みを戦略的かつ硬化的に実施することで相乗効果を発揮さ

せる。

（７）－７ 情報編集・発信

（事業番号７－Ａ）

事業名 多様なメディアを通じた情報発信

概要 旅行雑誌、ウェブサイト、SNS など多様な媒体を通じて、戦略的な情報

発信を行う。

取組名 取組内容 実施主体

①

日本遺産ホームページ

の管理運営

日本遺産構成文化財「高山祭屋台」などの修理

に携わる職人を紹介する情報を掲載したＨＰを

管理し、定期的に更新する。

高山市

観光課

②

公式 SNS の管理運営 定期的な情報発信や親しみやすいコンテンツの

整備により、登録者を拡大させ、来訪者の増加

につなげる。

高山市

広報広聴課
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③

日本遺産サミットへの

参加

情報発信に努めるとともに、旅行業者等とのネッ

トワークの構築を図り、販路拡大や認知度の向上

を図る。

高山市

関係課

④

旅行雑誌等での掲載拡

大

雑誌やテレビ、ネット媒体などで取り上げられ

るよう積極的な情報提供や関係者とのコネクシ

ョンの構築を図る。

・セントレア事業 中国向けウェビナーでのラ

イブ配信

・北陸・飛騨・信州 3 つ星街道プロモーション

での動画制作・配信

高山市

関係課

⑤

都市部での情報発信 中部地方インフォメーションプラザ in 京王新

宿、都市圏百貨店等での物産展及び都市部での

観光キャンペーン等において情報発信を図る。

観光課

⑥

体験メニューの情報発

信

飛騨高山まちの体験交流館における体験メニュ

ーの情報発信と、Web 上で体験の申込・受付を完

結させる。

民間事業者

⑦

飛騨の匠学会の情報発

信等

・飛騨匠 HP の内容のアップデート

・全国の飛騨の匠関連情報の収集・取りまとめ
飛騨の匠学

会

年度 事業評価指標 実績値・目標値

2022

民間の雑誌やテレビ、ウェブサイト等の掲載件数

52 件

2023 75 件

2024 102 件

2025 民間の雑誌やテレビ、ウェブサイト等の掲載件数 100 件

2026 同 100 件

2027 同 110 件

2028 同 110 件

2029 同 120 件

2030 同 120 件

事業費 2025 年度：594 千円 2026 年度：594 千円 2027 年度：594 千円

継続に向けた

事業設計

・様々な広報媒体における「日本遺産」周知対応の徹底

・日本遺産ロゴの各種イベント等での活用

・担当者の SNS 研修の参加

事業費 2028 年度：594 千円 2029 年度：594 千円 2030 年度：594 千円

継続に向けた

事業設計

・様々な広報媒体における「日本遺産」周知対応の徹底

・日本遺産ロゴの各種イベント等での活用

・担当者の SNS 研修の参加


